
皐さ
つ
き月　

第
６
７
５
号

当
社
の
春
秋
の
大
祭

で
奉
納
さ
れ
る「
主す

基き

地ち

方ほ
う

風ふ
う

俗ぞ
く

舞ま
い

」は

昭
和
天
皇
御
即
位
の
際
の
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

に
て
舞

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、門
外
不
出
が
原
則

で
あ
る
が
特
別
に
下
賜
さ
れ
現
在
に
至
る
。

大
嘗
祭
と
は
、天
皇
即
位
に
お
い
て
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
祭
儀
で
あ
り
、天
皇

は
天て

ん

神じ
ん

地ち

祇ぎ

に
自
ら
新
穀
を
奉
献
し
自
身

も
食
せ
ら
れ
、一
世
に
一
度
し
か
行
わ
れ

な
い
。
こ
の
外
に
も
、
宮
中
で
は
元
旦
の

四し

方ほ
う

拝は
い

に
始
ま
る
数
多
く
の
祭
祀
が
現
在

で
も
行
わ
れ
て
お
り
、陛
下
は
日
々
、「
国

安
か
れ
民
安
か
れ
」と
国
家
国
民
の
平
安

を
天
神
地
祇
に
祈
ら
れ
て
い
る
。
神
武
天

皇
以
来
、天
皇
が
祭
祀
を
第
一
義
と
し
そ

の
主
宰
者
と
し
て
特
別
の
場
合
を
除
い
て

は
現
実
の
政
治
と
は
超
絶
し
た
存
在
と
し

て
国
民
の
信
を
集
め
て
き
た
こ
と
は
歴
史

を
見
て
も
明
白
で
あ
る
。
政
治
指
導
者
と

は
別
に
格
別
な
る
存
在
と
し
て
天
皇
を
戴

く
国
柄
、こ
れ
が
数
多
の
戦
乱
に
際
し
て

も
我
国
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
無
く
、世

界
に
も
類
を
見
な
い
悠
久
の
時
を
紡
ぐ
こ

と
が
出
来
る
要
因
で
あ
ろ
う
。	

（
松
）

春
季
大
祭

第
４
回 
宗
像
国
際
環
境
会
議

新
刊
案
内

世
界
遺
産
推
進
会
議

神
宝
館
だ
よ
り
・
新
人
巫
女
紹
介

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・245５677
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御下賜され、宗像大社で初めて舞われた風俗舞　
昭和 4 年 4 月 14 日

沖
津
宮
・
中
津
宮
春
季
大
祭（
四
月

十
一
日
）は
降
雨
の
な
か
、
島
内
の
厳

島
神
社
、
御
嶽
神
社
、
沖
津
宮
遙
拝

所
に
そ
れ
ぞ
れ
神
職
が
赴
き
祭
典
奉

仕
の
後
、中
津
宮
に
て
大
島
及
び
辺
津

宮
の
氏
子
参
列
の
も
と
、大
島
の
氏
子

を
代
表
し
て
根
来
雅
慶
氏
が
奉
幣
使

を
つ
と
め
、巫
女
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉

奏
さ
れ
春
季
大
祭
を
執
り
修
め
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
、年
間
の
魚
や
野
菜

な
ど
を
奉
納
さ
れ
た
氏
子
に
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

玄
海
灘
の
沖
合
に
位
置
す
る
沖
ノ

島
は
、定
め
ら
れ
た
日
に
渡
島
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
津

宮
の
春
秋
の
大
祭
は
沖
津
宮
遙
拝
所

に
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

と
宗
像
大
社
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会

沖
津
宮
・
中
津
宮

春
季
大
祭四月

十
一
日（
火
）

春 季 大 祭

大
嘗
祭
と
は
、
天
皇
が
即
位
後
、
東（
悠ゆ

紀き

地ち

方ほ
う

）と
西

（
主す

基き

地ち
ほ
う方
）の
定
め
ら
れ
た
斎
田
で
と
れ
た
新
穀
を
、
皇

祖
天
照
大
神
及
び
天て

ん
し
ん神

地ち

ぎ祇
に
神
饌
と
し
て
献
じ
、
天
皇

自
ら
も
食
さ
れ
る
一
代
一
度
の
重
要
な
祭
儀
で
あ
る
。

宗
像
大
社
主
基
地
方
風
俗
舞
保
存
会
は
、
昭
和
三
年
、

昭
和
天
皇
大
嘗
祭
の
主
基
地
方
が
福
岡
県
早
良
郡
脇
山
村

大
字
脇
山（
福
岡
市
早
良
区
脇
山
）に
定
め
ら
れ
、そ
の
後
、

こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
主
基
地
方
風
俗
舞
御
下か

賜し

請せ
い
が
ん願

に
よ
り
伝
授
さ
れ
、宗
像
大
社
が
保
存
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
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春 季 大 祭

辺
津
宮
春
季
大
祭（
四
月
一
日
）は
、

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、多
く
の
氏
子
及
び

崇
敬
者
参
列
の
も
と
、
氏
子
を
代
表

し
て
松
井
善
徳
氏
が
奉
幣
使
を
つ
と

め
、主
基
地
方
風
俗
舞
が
奉
奏
さ
れ
、

秋
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
。
祭
典
終
了
後
に
は
、玄
海

中
学
校
の
女
子
生
徒
に
よ
る
浦
安
舞

が
奉
納
さ
れ
、一
日
目
を
終
え
た
。

翌
二
日
は
、早
朝
か
ら
の
雨
に
よ
り

高
宮
祭
は
斎
行
さ
れ
ず
、第
二
・
第
三

宮
が
社
殿
修
復
中
に
つ
き
、
辺
津
宮

本
殿
に
て
総
社
祭
並
び
に
高
宮
、
第

二
・
第
三
宮
の
お
祭
り
が
執
り
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、宗
像
護
国
神
社
に
て
春

季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、二
日
間
に
亘
る

辺
津
宮
の
大
祭
を
終
え
た
。

辺
津
宮

春
季
大
祭

四
月
一
日（
土
）二
日（
日
）

主
基
地
方
風
俗
舞

春
季
大
祭

す
き
ち
ほ
う
ふ
う
ぞ
く
ま
い
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新刊案内・世界遺産推進会議

玄界灘の洋上に浮かぶ周囲４㎞の沖ノ島に世界の注目が集まっている。
島全体が御神体。一木一草一石たりとて持ち出してはいけないという掟
を守り続けてきた。今も一般の人の入島は厳しく制限され女人禁制。
わが国に残された最後の秘境といわれている。
この島に聖性が与えられたのは、古代に遡る。
中国、朝鮮半島情勢が緊迫した際に日本から朝鮮半島へ渡る最短の海路
に位置する沖ノ島は、航海の安全、国家の安寧を祈る島として大和朝廷に
よる国家祭祀の場となったのだ。
島の中腹、14の巨岩が連なる場所で行なわれた祭祀の際には、当時の最
高級の品々が神に捧げられた。その数10万点以上。そのうち８万点が国
宝に指定され、島は｢海の正倉院｣とも呼ばれている。
今もなお、神々の宿る島の幻想的な光景と国宝の品々を藤原新也が活写
する。

福
岡
県
、
宗
像
市
、
福
津
市
、
経
済
、
文
化

教
育
団
体
な
ど
に
よ
る「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
」世
界
遺
産
推
進
会
議（
会
長
＝
福

岡
県
小
川
洋
知
事
）が
四
月
十
七
日
、福
津
市

の
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
事
業
と
し
て
沖
ノ
島
を
体
感
で
き
る

映
像
開
発
、七
月
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
世
界
遺
産

委
員
会
の
中
継
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、沖
ノ
島
と
周
辺
海
域
を
ど
う
守

る
の
か
、と
の
質
問
が
あ
り
、「
宗
像
大
社
、漁

協
、
県
、
宗
像
市
と
協
議
を
し
て
い
る
。
世
界

遺
産
委
員
会
か
ら
の
勧
告
内
容
を
受
け
て
、引

続
き
協
議
、
対
応
し
て
い
く
」と
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

五
月
中
旬
に
は
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機

関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
よ
り
勧
告
が
あ
り
、こ
の

内
容
に
よ
り
登
録
の
可
否
が
ほ
ぼ
決
定
す
る
。

「
宗
像・沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」

世
界
遺
産
推
進
会
議

登
録
へ
向
け
福
岡
県
な
ど
関
係
機
関
が

今
後
の
計
画
を
協
議

平成29年4月26日
小学館 発行
1,200円＋税

沖ノ島新刊
案内

神坐す「海の正倉院」
写真家・作家／藤原新也著



『宗像の森里川海 海の鎮守の森』パンフレットから引用
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第４回　宗像国際環境会議

第
四
回
目
と
な
る
宗
像
国
際
環
境
会
議
は
、

本
年
十
月
二
十
九
日
に
宗
像
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
在
そ
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

宗
像
国
際
環
境
会
議
は〝
海
の
鎮
守
の
森
〟構

想
を
掲
げ
、海
藻
な
ど
が
枯
れ
て
い
く〝
磯
焼
け
〟

問
題
や
、海
岸
に
流
れ
着
く
漂
着
ゴ
ミ
な
ど
海
の

環
境
保
全
に
取
り
組
む
た
め
、環
境
に
意
識
の
高

い
団
体
、個
人
、企
業
、研
究
者
、自
治
体
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。
ま
ず
は
出
来
る
こ

と
か
ら
私
た
ち
と
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

宗
像
国
際
環
境
会
議
実
行
委
員
会　

事
務
局
長　
養
父
信
夫（
九
州
の
ム
ラ
代
表
理
事
）

https://m
unakata-eco100.net/contact_from

第
４
回

宗
像
国
際
環
境
会
議

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
五
～

二
十
七
日
に
決
定



車
椅
子
入
浴
介
護
受
け
な
が
ら
木
の
芽
お
こ
し
の
雨
降
り
や
ま
ず	

豊
田　
光
子

「
木
の
芽
お
こ
し
の
雨
」
が
効
い
て
い
る
。
上
の
句
「
車
椅
子
で
入
浴
介
護
を
受
け
る
日
を
」
と
。

ま
っ
さ
ら
な
答
案
用
紙
に
立
ち
向
う
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
今
朝
の
雪
か
ら	

早
川　
祥
三

今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
日
は
雪
だ
っ
た
。
四
句
は
〈
セ
ン
タ
ー
試
験
は
〉
か
〈
大
学
入
試
は
〉
に
。

壱
岐
が
見
え
対
馬
が
見
ゆ
る
展
望
所
光
の
道
も
良
く
見
ゆ
る
峰	

佐
々
木
和
彦

良
く
で
き
た
歌
だ
が
、
展
望
所
の
地
名
が
分
か
る
と
更
に
読
者
が
景
を
想
像
し
や
す
く
な
る
。

三
寒
の
あ
と
の
や
さ
し
き
春
の
陽
を
千
金
と
こ
そ
庭
に
親
し
む	

北
野
カ
ズ
ミ

春
先
の
気
候
を
う
ま
く
詠
み
込
ん
だ
歌
。
で
き
れ
ば
結
句
に
〈
草
引
く
〉
な
ど
行
動
を
入
れ
た
い
。

う
す
べ
に
の
梅
の
花
咲
き
陽
は
う
ら
ら
窓
の
う
ち
で
は
手
話
の
教
室	

山
﨑　
公
俊

気
持
ち
良
い
景
だ
が
作
者
は
教
室
の
中
か
外
か
？
内
な
ら
〈
手
話
学
ぶ
教
室
の
窓
に
梅
の
～
〉
等
と
。

友
去
り
て
紅
梅
ふ
ぶ
き
散
り
果
て
ぬ
鎮ち
ん

魂こ
ん

込
め
て
燈と
う

籠ろ

に
合
掌	

秋
吉　
嘉
範

友
を
悼
む
歌
。
初
句
。
二
句
〈
友
逝
き
て
紅
梅
の
花
〉
と
す
る
と
挽
歌
だ
と
分
か
り
や
す
く
な
る
。

梅
園
の
下
草
刈
ら
れ
幹
の
間
に
堆
肥
の
小
山
が
黒
々
と
見
ゆ	

萩
原　
　
勉

た
い
肥
に
目
を
止
め
た
処
が
個
性
的
。
三
句
は
〈
木
々
の
間
に
〉。
季
節
が
分
か
る
と
良
い
の
だ
が
。

も
も
色
の
花
首
す
っ
く
と
立
て
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ユ
キ
ノ
シ
タ
彼
岸
の
庭
に	

山
本　
静
子

出
来
た
歌
だ
が
、
結
句
が
一
番
印
象
に
残
る
の
で
下
の
句
〈
彼
岸
の
庭
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
～
〉
と
し
て
は
。

独
り
居
の
巡
り
も
春
は
騒
立
ち
て
時
雨
る
度
に
木
肌
艶
め
く	
森　
　
龍
子

一
人
住
ま
い
の
作
者
の
周
囲
に
も
春
の
気
配
。
四
句
の
時
雨
は
秋
の
雨
な
の
で
〈
雨
ふ
る
度
に
〉
で
。

気
は
急
け
ど
夕
日
に
ぬ
く
き
塀
に
背
を
あ
て
て
話
の
先
を
促
す	

吉
崎
美
沙
子

忙
し
い
時
間
に
知
り
合
い
と
立
話
に
な
り
打
ち
切
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
。
作
者
の
優
し
さ
が
見
え
る
。

新
し
き
造
花
に
添
え
し
ひ
と
枝
の
雪せ
つ

柳り
ゅ
う
目
を
射
る
春
の
墓
地	

本
田
レ
イ
子

墓
地
の
雪
柳
の
白
が
鮮
烈
に
見
え
る
よ
う
だ
。
墓
参
に
来
た
の
人
の
思
い
に
打
た
れ
た
作
者
だ
ろ
う
。

黒
犬
の
白
く
な
り
た
る
顔
を
見
て
目
の
手
術
せ
し
夫
は
驚
く	

大
和
美
由
紀

犬
の
毛
色
の
変
化
を
驚
き
の
対
象
に
し
、
目
の
悪
か
っ
た
期
間
の
長
さ
が
出
て
リ
ア
ル
に
な
っ
た
。

夕
暮
れ
や
梅
の
花
散
る
夕
暮
れ
を	

石
松　
弘
重

花
に
手
を
の
ば
す
児
い
だ
き
青
年
が
つ
ま
先
立
て
り
藤
棚
の
し
た

み
ど
り
ご
の
口
が
ゆ
つ
く
り
広
が
り
て
泣
く
と
お
も
へ
ば
は
れ
ば
れ
と
笑
む

◆ 

選 

者 

詠
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御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
三
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

	

宗
像
神
恩
会

一
〇
、〇
〇
〇
円

宗
像
市	

真
鍋　
卓
見

横
浜
市	

野
元　
　
満

五
、〇
〇
〇
円

明
石
市	

橋
本　
　
潤

印
旛
郡	

矢
吹　
忠
久

春
日
部
市	

遠
藤　
忠
宏

中
央
区	

瀬
田　
直
美

西
宮
市	

平
川
久
美
子

福
岡
市	

長
田　
秀
樹

福
山
市	

谷
本　
倫
朗

二
、〇
〇
〇
円

大
分
市	

中
島　
達
明

古
賀
市	

北
神　
裕
三

富
里
市	

吉
田　
明
生

福
岡
市	

山
口　
正
高

宗
像
市	

井
村　
憲
昭

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
６
9
回

第
６
４
２
回

俳
句

裏
表
紙
の
写
真
：
金
銅
製
高
機

沖
ノ
島
の
四
号
遺
跡
よ
り
出
土
し

た
と
伝
わ
る
金
銅
製
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
高
機
。

伊
勢
の
神
宮
の
神
宝
に
も
類
例
が

あ
り
、
そ
れ
と
同
様
に
沖
ノ
島
で

も
律
令
祭
祀
の
奉
献
品
と
し
て
奉

納
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
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宗
像
大
社
は
、沖
ノ
島
祭
祀
以
降
も
千
二
百
年
の

歴
史
を
紡
い
で
き
た
。
今
回
は
江
戸
時
代
ま
で
の
歴

史
を
お
さ
ら
い
し
た
い
。

古
代
の
倭
王
は
、中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
外
交
関

係
の
中
で
、宗
像
の
人
々
が
神
と
崇
め
る
沖
ノ
島
で

の
祭
祀
を
行
い
、そ
れ
は
、「
日
本
」と
い
う
律
令
国

家
が
成
立
し
て
も
継
続
し
た
。
宗
像
地
方
を
治
め
て

い
た
一
族
は
、律
令
国
家
の
な
か
で
宗
像
郡
の
郡
司

と
と
も
に
宗
像
大
社
の
大
宮
司
に
も
任
命
さ
れ
て
、

宗
像
大
宮
司
家
が
誕
生
し
た
。

律
令
制
の
公
地
公
民
が
崩
壊
し
て
私
有
地
＝
庄

園
が
登
場
す
る
と
、宗
像
大
宮
司
は
、宗
像
大
社
社

領
を
庄
園
と
し
て
皇
室
に
寄
進
す
る
こ
と
で
、現
地

の
庄
園
管
理
者
と
し
て
、従
来
通
り
の
支
配
権
を
確

保
し
た
の
で
あ
る
。

源
平
の
合
戦
を
経
て
、武
家
政
権
の
鎌
倉
幕
府
が

成
立
し
、宗
像
大
宮
司
は
幕
府
の
御
家
人
と
な
り
、

実
質
的
な
宗
像
郡
の
地
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
に

宗
像
大
宮
司
は
、神
主
で
あ
り
武
士
で
あ
る
と
い
う
、

特
異
な
領
主
と
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
は
、博
多
を
中

核
に
し
て
中
国
南
宋
と
の
交
易
が
盛
ん
で
あ
り
、宗

像
大
宮
司
も
、博
多
の
住
吉
社
・
筥
崎
宮
・
香
椎
宮

等
と
と
も
に
交
易
を
行
い
、そ
の
品
々
は
今
も
御
神

宝
と
し
て
神
宝
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

南
北
朝
、室
町
、戦
国
時
代
と
日
本
は
内
乱
が
続

い
た
。
宗
像
大
宮
司
は
、頼
る
べ
き
庇
護
者
を
選
択

し
な
が
ら
、領
地
・
領
民
と
祭
祀
を
守
り
続
け
た
が
、

現
在
の
本
殿
を
造
営
し
た
宗
像
氏
貞
の
病
死
に
よ
っ

て
、戦
国
時
代
に
宗
像
大
宮
司
家
は
断
絶
に
至
っ
た
。

江
戸
時
代
は
、黒
田
氏
を
藩
主
と
す
る
福
岡
藩
の

宗
教
政
策
下
に
組
み
込
ま
れ
た
。「
田
島
宮
」と
称

さ
れ
、藩
主
の
参
詣
を
う
け
、季
節
折
々
の
天
候
祈

願
を
命
じ
ら
れ
る
神
社
と
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
歴
史
の
流
れ

を
切
り
取
っ
て
紹
介

し
た
い
。　
　（
河
）

神
宝
館
だ
よ
り
２

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・新人巫女紹介

新 人  巫 女 ①特技（趣味）　②奉職理由　③抱負

山本　紋帆  やまもと・あやほ
①�弓道（全国大会一歩手前まで進出しま

した）
②�幼少期より憧れていた巫女に興味が

あったから
③�常に笑顔で明るく、頼られる巫女にな

りたいです

山村　桃花  やまむら・ももか
①�バレーボール、体を動かすことが好き
②��日本の文化の中心、神社の巫女に憧

れたから
③�笑顔を忘れず、参拝者が穏やかになっ

て戴けるよう頑張ります

鮎川 らいら  あゆかわ・らいら 
①�ギター演奏、バンドを組んでいてライ

ブ経験があります
②神社で和の心を学びたっかたから
③�参拝者に寄り添い、心を通わせたい

です

岩本　理奈 いわもと・りな
①書道が特技、趣味は野球観戦
②��巫女を通して、地元に貢献したいと

思ったから
③�笑顔で明るく、元気をモットーに頑張

ります

宋
風
狛
犬
　
国
重
要
文
化
財
指
定
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過
日
、
春
季
大
祭
が
宗
像
三
宮

に
て
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
た
▼
気
候
に
注
目
す
る

と
、
ま
さ
に
春
の
嵐
。
辺
津
宮
で
は
肌
寒
く
早
朝

よ
り
雨
、
例
年
ほ
ぼ
満
開
の
桜
も
二
分
咲
き
程
度
。

中
津
宮
で
は
宵
宮
祭
、
春
季
大
祭
と
も
に
大
雨
の

な
か
斎
行
▼
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り

気
候
変
動
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
宗
像
で
も
、

沖
ノ
島
や
大
島
の
近
海
で
磯
焼
け
や
魚
種
の
変
化

が
お
こ
っ
て
お
り
、
地
元
の
漁
師
た
ち
の
漁
に
も

影
響
が
で
て
き
て
い
る
▼
本
年
、
秋
に
は
全
国
豊

か
な
海
作
り
大
会
が
宗
像
市
の
鐘
崎
で
開
催
さ

れ
、
こ
れ
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜

る
。
こ
れ
を
機
に
、
海
だ
け
で
は
な
く
身
近
に
せ

ま
る
環
境
問
題
に
真
剣
に
向
き
合
い
た
い
。（
黒
）

編
集
後
記

5月 まつりごよみ
─────────────────────────

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	 宗像護国神社祭　
──────────────────
５日	 五月・浜宮祭	 午前10時30分
	 浜宮祭  於：宗像市神湊  浜宮
	 五月祭  於：宗像市江口  五月宮
──────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭
──────────────────
27日	 沖津宮現地大祭
──────────────────
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